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研究体制

“精密栽培”による 
生育の均一化 

データ解析 
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雑種強勢現象で鍵となる 
中心（一次）代謝物を特定 

代謝物情報と大規模ゲノム解析、
遺伝子機能証明による雑種強勢の
制御に主導的に関わる鍵因子と　

その制御系の特定 

Brassica rapa 

Brassica oleracea 

Brassica nigra Brassica juncea Eutrema japonicum Raphanus sativus 

Brassica napus 

 

雑種強勢の鍵因子を標的とするゲノム編集技術、あるいは 
変異原誘発を利用したアブラナ科野菜の新品種開発 

筑波大・産総研・埼玉大・東京大 筑波大・(株)トーホク 

筑波大・理研 

単位面積あたりの 

生産性を向上させる 
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従来の 
育種 

雑種強勢の 
制御による 
育種 

数倍〜数十倍の 
生産性向上 

環境ストレスや病害虫に強く、生育環境の 

悪い土地での栽培を可能に 

低窒素 

ストレス 

病虫害 

高温/低温 
乾燥 

塩 
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雑種強勢とは？

期待される成果

研究計画

本研究の特色
中
心
代
謝
物
の
変
動

 

植物のステージ、生育条件、 

個体差等による変動が大きい 

代謝物A 

代謝物B 
代謝物C 

温度、日照条件、 
湿度、栄養条件、etc… 

 

精密栽培による生育の均一化 

精密栽培技術を取り入れることにより中心代謝物の
変動を極力減らすことが可能となった

F1雑種におけるバイオマス増大に係る
諸要因と中心代謝物を調べる理由

産総研 

連携して 
転写因子探索・機能証明 

転写レベルでの解析 

理研 

代謝物レベルでの解析 

実験機器の利用 
データ解析に関する助言 

(株)トーホク 

埼玉大学 筑波大学 
情報共有 

基礎的、先端的研究成果の 
実用作物への応用展開 

アブラナ野菜品種の提供 
ほ場試験による新品種の評価 

トランスクリプトーム解析・ 
IP-Seq 等 

東京大学 網羅的オミックス解析 
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従来の研究 

転写後・翻訳時修飾？ 

RNAレベルの変化が表現型に繋がらない 

バイオマスの増加 

バイオマス　
増大に関わる 
制御機構の 
活性化 

エピゲノム 

時計遺伝子 

遺伝的距離 

転写因子 

QTL 

光 

栄養素 

代謝物 

諸事象が複雑に絡み合っており、様々な外的要因を排除しないと
F1雑種が有するポテンシャルなバイオマス増大の機構を特定するのは困難


